
令和 6 年 3 月 28 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所・・中原特別支援学校 活動の様子の写真

実施日程・・ 2023.11.10 成果物の写真

中原特別支援学校からあげ外販 活動内容の追加コメント

利用者数・・　１名　実習生１名　職員２名

※特別支援学校実習期間の外販時、実習生

　１名販売参加

＜目的＞

R.5．8.18～中原特別支援学校での唐揚げ外販開始

地域連携活動のねらい・・

地域にとってのメリット・・

対象者にとってのメリット・・

＜成果＞

課題点・・

連携した結果に対する意見または評価

Ａ型事業所が学校内で販売を行う事で生徒達により現場に近い就労状況を見せる事が出来ている

今後もこの取り組みを続けてもらいたい。

今後の連携強化に向けた課題

引き続き、定期外販を行い利用者の就労意欲向上・先生との関係構築を目指す

また、要望があれば実習生の受け入れ・先生やPTA、保護者へのＡ型事業所の説明や

制度説明を行って行く。

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 未来夢

住　所 佐賀県鳥栖市古賀町328-1

4111100493

丹羽　友行

令和５年度電話番号 （0942）85-8426

実施した生産活動

施設外就労の概要・・

大吉店舗以外での収入獲得・特別支援学校との関係性

の構築

連携先企業名 中原特別支援学校

先生との関係構築ができ、スムーズな実習受け入れや

就職受け入れが可能になる

外販を行う事で店舗業務の一部や職員が利用者に接す

る様子等の確認が出来る

連携先の企業等の意見または評価

担当者名 中林　善朗氏

先生との関係性が構築され、先生からも実習依頼等が

行いやすくなった

実施した結果・・

得られた成果

職員が手を出し過ぎないよう、利用者が販売にどのように関わる

か本人にどのような作業提供が可能か把握が必用。

様式１


